
大阪府養護教育研究会会報 

このページでは要点だけをお知らせしています。 

追加記事は、本ページのリンクをクリックください。新しいウィンドウが開きます。 

府養研から 

研修部から 

府養研ニュース ２００４年８月号

府養研ニュースは各種案内等の事務連絡と一緒に、毎月第１月曜日にＥメールで配布されてい

ます。第１月曜が祝日であれば火曜日発行になります。来月９月は６日発行です。 

一部メール網がまだ整備中もしくは検討中の市町村は、郵送または逓送されています。 

アドレス変更の学校は旧アドレスと新アドレスをメールで教えてください。

平成１６年８月２日発行 大阪府養護教育研究会（広報部) 

事務局  豊中市立南桜塚小学校  会長 西田 益久 〒561-0882 豊中市南桜塚2-2-1

問い合わせ・ご意見は、Mailで まで 

  ホームページもご覧ください。 http://fuyouken.visithp.jp 

○ニュースの全部とバックナンバー、講演会案内、報告、各種情報もご覧になれます。 

○各支部のページを作りました。ホームページからご覧ください。（支部主催行事・講演等）

ご注意 台風10号は過ぎましたがウィルスメールは、まだ蔓延しています。対策は完璧です

か？

 役員総会（本部役員・支部役員のみ 今年度役員の方、ご予定ください） 

●第２回平成１６年９月９日（木）午後３時～５時 アウィーナ大阪３階生駒の間 

●第３回平成１７年１月１３日（木）午後３時～５時 アウィーナ大阪３階生駒の間 

府養研主催の障害者ケアマネージメント夏期研修会 

○平成１６年８月９日（月）～１２日（木） 午前１０時～午後５時 たかつガーデン 

各支部から選ばれた２５名が参加します。

実技研修会
2004年8月27日（金）10:00～16:00アウィーナ大阪 

講師 象の会（内藤・松永・朝井の各先生） 申込締め切りました。

教育講演会

平成１６年９月２日（木）１４：００～ 大阪府教育センター 大ホール 

大阪の養護学級の今後 ―「特別支援教育」構想などの分析を通して― 

講師 大阪教育大学教授 大沼 直樹  申し込み不要 

案内は、先月号に添付。ホームページ研修部のコーナーをご覧下さい。



行事部から 

研究部から 

各支部から 

各支部のページが府養研ホームページ内で独立したホームページになります。 

今後、支部のニュースはそこに順次アップされます。行事案内や報告等も載せられていきます。 

情報提供（他団体から）  

参加された方、投稿よろしくお願いします。  

施設見学研修

2004年8月25日（水）8：15集合～18：00解散予定 

滋賀県立近江学園  甲西町発達支援センター 

申込締め切りました。申し込み頂いた方には、行事部から連絡があります。  

ICT活用プロジェクト 

夏期講座 

 

まだ空きあり。 

申しこみ可

日時 8月16日・17日9：30～17：00 

テーマ「2学期から役立つICT活用」 

案内は先月号に添付。ホームページのICT活用のページをご覧下さい 

締め切りは8月7日です。下記講座に特にゆとりがあります。ご参加を！ 

☆講座Gは、液晶ペンタブレット。液晶に直に絵を描けると何ができる？ 

☆講座Iは、マウスの改造とフイルムケーススイッチの制作 

☆講座Jは、箱形スイッチ・１００均ピンポンチャイム改造・ＢＤアダプター

製作改造 

ＬＤ教育プロジェクト 

講演会

8月19日（木）サンスクエア堺（JR堺駅下車）にて 午前分科会 

午後講演「文字の習得と読み書き障害における認知機能（基礎編）」 

筑波大学大学院人間総合科学研究科 助教授 宇野 彰 先生  

案内添付あり

自閉症教育プロジェ

クト 

講演予定

予告 2005年2月24日(木)14：00～16：30 

場所 サンスクエア堺（勤労者福祉総合センター） 

高機能自閉症およびアスペルガー症候群の理解と教育現場での対応へ

の示唆 

 講師 内山登紀夫先生(児童精神科医、よこはま発達クリニック）

北河内支部
もうすぐ ＬＤ／ＡＤＨＤ に関する研究会 8月１０日 ラポールひらかた 

http://fuyouken.visithp.jp/kitakawachi/kenkyukai.htm

終了 

全国病弱研 滋賀

http://www.kodomo.co.jp/zenbyoken9/ 

7月31日(土)～,8月1日(日)



 

終了 

全国難聴言語障害協

http://zennankinki.hp.infoseek.co.jp/index.htm  

7月29日(木)～7月30日(金) 

終了 

自閉症協会大阪支部講演会

重度の知的障害を伴う子どもたちへの支援 

 ～その行動の見取りとかかわり方について～ 

7月31日（土）～8月1日（日） 

立松英子先生  東京都立南大沢学園養護学校教諭 

もうすぐ 

近特連奈良大会

http://www.eonet.ne.jp/̃ues/kintokunara/  

8月5日（木）

もうすぐ 

JASENシンポジュム

http://www.ceser.hyogo-u.ac.jp/naritas/jasen/sympo2004.html 

8月7日（土）

もうすぐ 

日本行動分析学会 

８月研修会

「特別支援教育」を支援する：その具体的な方法 

8月17日(火)アウィーナ大阪 案内添付

もうすぐ 

日本肢体不自由研

http://www.normanet.ne.jp/̃nishiken/youkou.html 

8月9日～10日

平成16年度 

大阪教育大学附属養護学校

公開研修会

「発達障害と脳機能研究～ＬＤやＡＤＨＤの子どもへの関わりに

あたって」 

「投映描画法の実際」 「ことばのストレッチ体操」発音・発語編 

「特別支援教育の現状と今後の展望」「ＦＢＭの実際」 

8月23日～25日案内・申し込み用紙添付

第41回知的障害福祉月間 

9月1日～30日

変革の検証 －確かな連携の構築をめざして－ 

中央行事シンポジウム 9月26日（日) 

案内添付

全特連
http://www5f.biglobe.ne.jp/̃zentokuren_h/ 

10月27日（木）～29日（土)

全国肢体不自由研和歌山 

（二次案内）

http://www.nanki-sh.wakayama-c.ed.jp/zensiken/annai2.htm 

11月17日（水）～19日（金）

その他の情報2

府養研のＨＰ情報コーナー 

http://fuyouken.visithp.jp/joho02.htm 

特別支援教育関連HP、答申、リーフレットなどの情報の紹介

リンク集

府養研リンク集 http://fuyouken.visithp.jp/link.htm 

大阪府、府教委、文部科学省、その他 ＩＣＴ ＬＤ 自閉症関連

サイト、

その他の情報3
府養研のＨＰ情報コーナーhttp://fuyouken.visithp.jp/joho03.htm

支援費・福祉・施策関連 



大阪府養研ＬＤ教育プロジェクト講演会ご案内 
府養研研究部 

ＬＤ教育プロジェクト 

 

 今年の大阪府養研研究部ＬＤ教育プロジェクト講演会は、日本の読み書き障害研究の

第１人者でおられる筑波大学の宇野彰助教授にお願いすることになりました。日本での読

み書き障害研究の一端をお聞かせ願えるものと思っています。 

 また大阪の地域ＬＤ研究会が分担して、分科会も行います。基礎的なものから校内での

取り組みなど多彩な内容になっています。 

 是非たくさんの方の参加をお願いします。 

 

１， 日時：８月１９日（木） 

 

２，場所：サンスクエア堺（ＪＲ阪和線「堺市」駅下車 西へすぐ） 

   分科会は、Ａ棟 

   講演会は、Ｂ棟の音楽ホール  

 

３，メイン講演会（午後） 

  「文字の習得と読み書き障害における認知機能（基礎編）」 
講師 筑波大学大学院人間総合科学研究科 

   助教授 宇野 彰 先生 

４，分科会① 

「運動あそび教室の実践－軽度発達障害の子どもたちに－」 

分科会② 

「自閉症スペクトル(高機能自閉症・アスペルガー症候群)の子どもたちの理解と支援」 

分科会③ 

「校内特別支援体制の試み」ー堺市立向丘小学校の５年間の取り組みー 

分科会④ 

「軽度発達障害の基礎講座」—LD・ADHD・PDD 等への理解と支援— 
 

５，費用：無料 

 

６，主催：大阪府養研研究部ＬＤ教育プロジェクト 

  連絡先：事務局 山田 充  堺市立日置荘西小学校  

           tel:072-285-5238   fax:072-285-5239 

 

７，タイムスケジュール 

09:30 受付 

10:00 分科会 

12:00 休憩 

12:30 午後受付開始 

13:00 午後の部開場 

13:15 講演会 

15:30 質問 

16:00 終了 

 



 

 

「特別支援教育」を支援する：その具体的な方法 
 

 

                                                  日本行動分析学会 
                                                     会長 中野良顯（上智大学教授） 
                              研修会準備委員長 
                              藤田継道(兵庫教育大学教授) 
 

 

 今、教育界における最も大きなトピックスの１つは、周知のとおり LD（学習障害）、ADHD（注意集中困
難／多動性障害）、高機能自閉症等の軽度発達障害を含めた発達障害の児童生徒を通常の学級で教育する「特

別支援教育」でしょう。                                                 
 離席する、大声で私語をする、他児にちょっかいを出す、教室から飛び出す、思い通りにならないとすぐに

切れてパニックを起こす、暴力をふるう等の行動を示す子ども達を集団の中でどのように指導すればよいの

か？また、普通の教え方では学習の効果が上がりにくいこれらの子ども達に対して通常の学級内でどのように

指導すればよいのか？地域の小、中学校を支援するセンター校としての養護学校の先生はどのようにすればよ

いのか？これらの問題に対する具体的な指導法のノウハウを提供いたします。 

 これらの指導法に関心のある皆様方に多数ご参加くださいますようご案内申し上げます。 

                    
 

記 
                    
 
１ 主 催    日本行動分析学会 

 

２ 日 時    平成１６年８月１７日（火）    ９時半～５時 
 

３ 場 所     アウィーナ大阪（駐車場・宿泊施設有り） 
   大阪市天王寺区石ヶ辻町１９番１２号 ℡０６－６７７２－１４４１ 

         近鉄 上本町下車 南へ３分・地下鉄 谷町９丁目下車 東南へ８分 

 

４ 後 援    大阪府教育委員会  大阪市教育委員会    
  （予定）    近畿肢体不自由養護学校長会   近畿知的障害養護学校長会 
 

５ 参加費    ４０００円 

 

６ 募集人員    先着２００名 
 

７ 申込方法   葉書またはＦＡＸでお名前・ご住所・電話番号・勤務先・勤務先電話番号・メ      

ールアドレス（ある場合）を明記の上、下記にお申し込みください。     
 

８ 申込先     〒673-1494 加東郡社町下久米９４２－１ 
  及び     兵庫教育大学 教育臨床講座   藤田継道研究室宛 

  問合せ    ＦＡＸ ０７９５－４４－２１０２  藤田継道研究室 
 

９ 申込締切   ８月１０日（火）  当日消印有効 
 

 

 

 



 

 

プ ロ グ ラ ム 
 
  ９：００ 

 
 受付開始 

 
   ９：３０ 
 

 １０：３０  

 
 「通常の学校におけるLD、ADHD、高機能自閉症の子どもへの特別支援教育」 

講師   上智大学教授  中野良顯 

（自閉症児の早期教育研究や、”ピアサポート＝仲間同士の支え合い”研究の第一人者） 

 

 １０；４０ 
 

 １２：１０ 

 

 「通常の学級に在籍するLD、ADHD、高機能自閉症児の学業成績を伸ばす”研 
   究で実証された”５つの指導法」 
 

  講師  オハイオ州立大学教授  ウィリアム・ヒューワード 
  通訳   上智大学教授  中野良顯 
 

 （欄外のウィリアム・ヒューワード先生を参照） 
 
 昼   食 

 

１３；１０ 

 

 １４：３０ 
 

 

 

 

 

「ADHD、高機能自閉症児の特別支援教育を支える具体的方法：離席・飛び出し   ・ちょっ
かい・私語・興奮・パニック・爆発・暴力への対応、課題（勉強）従 

  事行動の増強法」 
 

  講師    兵庫教育大学教授  藤田継道 
 

（学級崩壊や暴力等様々な問題で困っている学校へ訪問支援を行っている「臨床の最前線  で活躍する
」お助けマン研究者） 

 

 １４：３５ 
 

 １５：４５ 

 

 「LD児の具体的指導法（テレビで紹介された支援法）」 
 

 講師   甲西町(滋賀県)民生部福祉課発達支援室 参事  藤井茂樹 
 

（教育と福祉の現場と行政が一体となり、町をあげて特別支援教育の対象となる人を生涯 にわたって

支援するシステムを作りあげたプロジェクトチームの１人） 
 

 １５：５０ 
 

 １７：００   

 

 「通常の学級に在籍するLD、ADHD、高機能自閉症の指導に困っている担任へ 
   の支援：豊富な具体的実践例の紹介」 
 

 講師  川西市立川西養護学校教諭  橋本正巳 
 

（ＮＨＫ教育テレビの「特別支援教育」に出演。毎日、夜遅くまで通常学級の担任の支援 に飛び回っ

ており、その数は数え切れないほど多い） 
                                                                       （敬称略） 
ウィリアム・ヒューワード先生について 

  ヒューワード先生は、１９４９年にインディアナ州のミシガン市でお生まれになりました。 
ご専門は応用行動分析、教育学、特別支援教育、教育方法です。とくに教育方法では一斉授業による指導の効

果を高めるための方略の開発と実験的分析に大きな成果をあげておられます。 

 １９９３年には慶應義塾大学のビジティング・プロフェッサーとして来日されました。 

  先生の名著「障害児教育入門（Exceptional Children: An Introduction to Special Education）」は全米の障害児教育
部門におけるベストセラーの１つで、現在第７版を重ねる売れ行きです。 

 なお、本研修会の講師、中野良顯と藤田継道もこのベストセラーの翻訳に参加しており、すでに日本語への

翻訳が完了しました。ほどなく出版される予定です。ご期待ください。 



平成 16年度 大阪教育大学附属養護学校 

公 開 研 修 会 開 催 要 項 
 

ＮＯ 開催予定日時 研修テーマ・概要 講師 

１ 
８月２３日（月） 
１０：００ 
～１２：００ 

「発達障害と脳機能研究～ＬＤやＡＤＨＤの

子どもへの関わりにあたって」 
特別な支援を必要とする子どもたちは通常学

級にたくさん在籍しているが、彼らの発達障害に

ついて、さまざまな観点から理解していくことは

とても大切なことだと考えられる。そこで、ＬＤ

やＡＤＨＤをはじめとする障害の特性について、

脳機能の観点から考えてみようと思います。 

大阪教育大学障害教育講座助教授 山下 光 

２ 
８月２４日（火） 
１０：００ 
～１２：００ 

「投映描画法の実際」 
統合型HTP法を中心に、それを用いたアセス
メントやサイコセラピーの実際を、いくつかの事

例に即して紹介したい。 

本校校長  藤田裕司 
（大阪教育大学障害教育講座教授）

３ 
８月２４日（火） 
１３：３０ 
～１５：３０ 

障害児のためのコミュニケーション指導 

「ことばのストレッチ体操」発音・発語編 
ことばを理解しているのにことばがでない、そ

のような子どもへの発音・発語指導について、こ

とばの発達のとらえかた、コミュニケーション方

法を獲得するために大切なこと、また事例報告の

中で発音・発語の実技も紹介します。 

本校教諭 大島眞佐子・三木裕子 
大阪府立羽曳野養護学校  教諭 堀 一夫 
大阪府立寝屋川養護学校  教諭 

入江慶子・中井美喜子・矢野 敦 
吉岡千穂・吉村絵里子 

大阪府立富田林養護学校  教諭 金茂晃弘 
兵庫県立こやの里養護学校 教諭 三木眞一 
本校元教諭 吉内裕子 

４ 
８月２５日（水） 
１０：００ 
～１２：００ 

「特別支援教育の現状と今後の展望」 
昨年３月末に発表された「今後の特別支援教育

の在り方について」の最終報告を受けて、実際に

養護学校や地域の学校ではどういった現状にあ

るのか、また、今後の特別支援教育の展望につい

て、考えてみようと思います。 

大阪教育大学障害教育講座教授 大沼直樹 

５ 
８月２５日（水） 
１３：３０ 
～１５：３０ 

「ＦＢＭの実践」 
空気量を調節した柔らかいボールを活用した

障害児の指導法の実践と応用を具体的に紹介す

るとともに、体験的に学んでいただければと思い

ます。当日は運動のできる服装でおこし下さい。

本校教諭 大島昇・河野健三・三宅ちさと 
野口佳子 

 



《参加を希望される方へ》 

１． 開催時間に違いがあります。間違いのないように申し込みください。 

 

２． 申し込み方法：会場・資料などの準備のため、別添申し込み用紙に必要事項を記入の上、郵送又

はＦＡＸでお申し込みください。 

 

３． 講座番号１・２・４は、本校教諭のための校内研修も兼ねるため、定員を３０名程度とさせていただ

きます。定員になり次第締め切らせていただきます。ご了承ください。 

講座番号３・５は、当日参加も可能です。 

 

４． 研修会費（資料代・教材費等）は各回￥３００－となっています。当日、受付にてお支払いくださ

い。 

 

５． 研修会場及び申し込み先（問い合わせ先） 

大阪教育大学附属養護学校（研究部公開研修係） 

〒547-0027 大阪市平野区喜連４－８－７１    

 TEL ０６－６７０８－２５８０ または ２５９０ 

FAX ０６－６７０８－２３８０ 

 



平成１６年度 公開研修会 申し込み用紙 
 

●学校名：                     電話：             

●氏
ふり

 名
がな

：                    

●所 属：（小・中・高） ／ 障害種別（知的障害・肢体不自由・その他：         ） 

※ いずれかに○をつけてください。 

【参加希望】「参加希望」欄に○をつけてください。 

希望 日 時 研 修 名 備 考 

 ８／２３（月）１０：００～１２：００ 発達障害を脳機能の立場から論じる  

 ８／２４（火）１０：００～１２：００ 投映描画法の実際  

 ８／２４（火）１３：３０～１５：３０ ことばのストレッチ体操  

 ８／２５（水）１０：００～１２：００ 特別支援教育の現状と今後の展望  

 ８／２５（水）１３：３０～１５：３０ ＦＢＭの実際 
運動のできる服装で 

おこし下さい 

【次のアンケートにもお答えください】 

１．これまでの研修会に参加されたことがある方はお教えください。 

  （   ）ことばのストレッチ体操 

  （   ）ＦＢＭについて：本校・本校以外で 

  （   ）その他：（内容をお知らせください）  
 
 
 
２．今回の研修会以外で、希望されるテーマ等ありましたら、お書きください。 
 
 
 
☆申し込みは郵送または FAXにて「大阪教育大学附属養護学校研修係」までお願いします。 

〒547-0027 大阪市平野区喜連４－８－７１ FAX０６（６７０８）２３８０ 



 

第 41 回知的障害福祉月間 

実施要綱 

１．趣旨 

 いま、障害児・者の分野で、福祉においても教育においても、地域での連

携の構築が叫ばれている。2002 年 12 月に示された、新「障害者基本計画」に

おいては、共生社会の実現のために各分野の連携が必要であることが強調さ

れ、そのために個別の支援計画の作成が求められている。しかしながら、こ

れまでの縦割り行政の弊害から、国においても地方においても、行政区分の

枠を超えて、あるいは医療・福祉・労働・教育など専門分野の枠を超えての

連携の進展は、必ずしも明らかには見えてきていないのが現状である。 

 そこで今回は、ICF（WHO、2001）の趣旨や連携の必要性について再確認す

るとともに、困難な中でも連携を実現しつつある自治体などの先験的実践に

学ぶことを通して、今後のあるべき方向性を探ってみたい。 

 

２．テーマ        

変革の検証 －確かな連携の構築をめざして－ 

 

３．期間 

平成 16(2004)年 9 月 1 日～30 日 

 

４．主催 

社団法人 日本知的障害福祉連盟 

(福)全日本手をつなぐ育成会 

全日本特別支援教育研究連盟 

(財)日本知的障害者福祉協会 

日本発達障害学会 

 

５．後援(予定) 

障害者施策推進本部、文部科学省、厚生労働省、東京都、全国知事会、全国

都道府県議会議長会、全国市長会、全国市議会議長会、全国町村会、全国町

村議会議長会、全国都道府県教育委員会連合会、全国社会福祉協議会、中央



共同募金会、全国民生委員児童委員連合会、全国連合小学校長会、全日本中

学校長会、全国高等学校長協会、全国特殊学校長会、全国特殊学級設置学校

長協会、全国特殊教育推進連盟、日本 PTA 全国協議会、全国知的障害養護学

校 PTA 連合会、日本精神保健福祉連盟、日本更生保護協会、日本放送協会、

ＮＨＫ厚生文化事業団、鉄道弘済会、日本新聞協会、日本民間放送連盟、全

国心身障害児福祉財団、高齢・障害者雇用支援機構、日本障害者協議会、日

本障害者リハビリテーション協会 東京都障害者スポーツ協会 

 

６．第 41 回知的障害福祉月間実行委員会事務局 

〒102-0072 東京都千代田区飯田橋 2-4-3 

          ルート飯田橋ビル４階 

社団法人 日本知的障害福祉連盟内 

         ℡：03-5275-1128 Fax:03-5275-1205 

 

７．活動                                 

１．啓発用ポスターの作成と掲示 

２．中央行事シンポジウム 

期 日：2004 年 9 月 26 日（日）午前 10 時～午後 4時 

場 所：明治学院大学（港区白金台）２３０１番教室 

テーマ：変革の検証 －確かな連携の構築をめざして－ 

内 容：1）講演「ICF の視点から見た連携と支援」 

講演者：徳永亜希雄 独立行政法人国立特殊教育総合研究所 研究員 

2）シンポジウム「連携の構築をめざして」  

シンポジスト：  

福岡 寿 長野県北信圏域障害者生活支援センター長 

藤井茂樹 滋賀県甲西町福祉課発達支援室室長 

原 智彦 東京都立あきるの学園養護学校教諭 

宮武秀信 世田谷区立知的障害者就労支援センター所長 

参加予定者：知的障害に関わる福祉・教育関係者、当事者等 200 名 

参加費：5,000 円、（学生・本人：3,000 円） 

３．各都道府県知的障害関係団体連絡協議会の結成推進 

４．各種報道機関への資料提供およびキャンペーンの協力の依頼 

５．巡回相談、展示会、レクリェーション、その他の行事の開催、ボランティア活動の

促進 

６．その他講演会・協議会等の開催 

７．展示用パネル、スライドの製作・活用 




